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【国立施設部会】      阿部孝子(いわき病院) 

令和元年５月11日(土)午後1時20分から仙台市「HUMOS５」

に於いて定期総会を開催しました。 

平成 30 年度活動報告・決算報告、令和元年度活動計画・予算が

満場一致で可決され、引き続き役員の選出が行われ決定しました。 

また、今年の施設見学会及び意見交換会は 10 月 23 日(水)～24

日(木)、新築移転した「いわき病院」で開催することが報告されま

した。 

【新役員】 

部 会 長  村上芳邦 （釜石病院）    副部会長  薄衣 寛 （山形病院） 

副部会長  佐藤久子 （青森病院）    事務局長  谷口悦子 （西多賀病院） 

副部会長  堀井春男 （秋田病院）    会  計  阿部孝子 （いわき病院） 

 

 

 

 

 

 

県支部二十年 

その 2 

平成 12 年の両

親の集い「北から

南から」の原稿が

出てきました。 

その中の一文に

次のようなことを

書いていました。  

平成１０年度の

総会を開催し、い

わき福音協会理事

長であり医学博士

の 湊 治 郎 先 生 に

「心と病気」と題

して特別講演をい

ただきましたが、

その中で重症心身

障害児というのは

誤りであり心豊か

な障害児というの

が正しい、母親の

愛情は感じるので

あるとして、ある

施設に入所してい

る耳も聞こえない

口もきけない重度

の障害を持った児

にある時看護婦さ

んが「今日はお母

さんこないわねえ」

と言ってふと子ど

もの顔を見ると涙

を流していたと話

されたことは総会

に参加していた会

員の心にも改めて

感動を呼び起こす

講演でありました。 

 

東北ブロック大会・研修会に参加しよう! 
福島県重症心身障害児者を守る会 

会長 齋藤秋雄 

東北ブロック大会・研修会は、毎年、各県持ち回りで

開催されています。昨年は山形県上山温泉で開催されま

したが、今年は福島県が担当となり、母畑温泉の八幡屋

で開催します。八幡屋は全国の旅館・ホテルでの「おも

てなし」で NO1 となった旅館です。開催日は、令和元

年 8 月 30 日(金)から 31 日(土)の 2 日間です。 

6 年前は磐梯熱海の「ホテル華の湯」で開催し、200

人程が参加しましたが、会員の高齢化もあり参加者数は

年々減少傾向にあります。今年は、140 人程度を目標にしていますが、目標達

成には本県の会員の多数の参加が是非とも必要です。会員の皆様のご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

今年は、長年巡回療育相談に携わってきた東大和療育センターの平山医師から

巡回療育相談の実績を踏まえた講演をしていただきます。色々なケースやお話

が聞けると思いますので是非とも参加して聞いてもらいたいと思います。この

ほかに中央情勢報告やテーマ毎(成年後見・兄弟姉妹・母親部会・国立施設部会

等)に少人数で話し合う場が設けられており、各県の方々とも色々と情報交換も

できます。特に夜の懇親会には郷土芸能の出し物があり、楽しいです。本県は

高校生の「フラダンス」を予定しております。交通手段としては、いわき方面

からは「いわき病院」からマイクロバスを、郡山方面からは「郡山駅前」から

マイクロバスを用意しております。 

現在の核家族構成では障がい児者と係わって行くには、父親の協力が欠かせな

いものとなっています。是非ともご夫婦で参加して貰えれば幸いです。また、

お友達も誘って参加して貰えれば大歓迎です。詳細については、別途連絡いた

します。 

※「知行合一」と言う言葉があります。「知」と「行動」は不即不離の関係に

あり、行動が伴わない知は、知らないのと同じだと言うことです。是非、

この機会に一歩を踏み出しては如何ですか。 

合掌 

編集後記：福島県は、大きくわけると会津・中通り・浜通りとエリア分けされており、その中で

も会津エリアは地元への愛着が一番強い感じがします。 

だからこそ、会津に引っ越してきた人は一見すると会津の人が閉鎖的に映るかもしれません。 

しかし、一度なじめば生まれた時からの会津で暮らしているかのように温かく接してくれる！  

戊辰戦争（会津戦争）に敗戦後、敗れた会津藩士はもちろん長岡藩士達も同じように丁重に弔

い、遠方からくる長岡藩士の家族のためにお墓がすぐにわかるように『長岡藩士殉死の碑』とし

て立てたとの事でした。 

丁重に弔うだけでなく、お墓参りにまで配慮するあたりが会津人の人情の深さを感じます。 

会津若松市の方に聴いた所今でも、新潟県から殉死した長岡藩士の子孫がお墓参りに来ている

そうです。 

先祖を大事にしている新潟県民の皆様もすばらしいですし、受けた恩をこうして『碑』を立て

後世に伝える会津藩（会津若松市）だからこそ、『会津の三泣き』という逸話が生まれたのかな

と思いました。                   【ＨＰ：福島県観光案内サイトより】 

 第 23 回 重症心身障害児(者)を守る東北ブロック大会・研修会(福島大会) 
日 時  8 月 30 日(金)12:00～8 月 31 日(土)12:00  

会 場  石川町母畑温泉「八幡屋」 

〠963-7831 福島県石川郡石川町母畑温泉 

☏0247-26-3131 FAX0247-26-1220 

テーマ  「この子どもたちの未来のために」 

目 的  「最も弱いものをひとりももれなく守る」 

のもとにすべての人にやさしい平和で 

明るい福祉社会を造る 

基調講演  仮題「巡回療育相談から見えてきたもの」   

東大和療育園 平山恒徳小児科長 

参加費:4,000 円 宿泊費:12,000 円(懇親会費含む) 



『心の電話番号』 

ぼくは 

お腹の中にいる時から 

理恩と電話番号を交換してるの 

 

電話番号もちゃんと覚えてる 

 

この電話は特別で 

寝てても通じるんだよ 

 

だから大丈夫だよ 

理恩 

いつでも 

ぼくに電話して 

 

By 志恩 

 

 

 

君の優しさが 

きっと 

君の強さになる 

 

「恩」の字に込めた 

感謝と優しさ 

 

ありがとうが溢れる 

通話記録が 

たくさん残りますように 

 

「ＮＰＯ法人ままはーと」 

理事長 笠間真紀さんのブログより 

 

「会津の三泣き」 

会津に来たとき

はその閉鎖的な人

間関係に泣き、会

津の地元になじん

でくると今度は人

情の深さに泣き、

会津を去るときは

会津人の人情が忘

れ難く泣く。 

というものです。 

今回、家庭訪問

で訪れた方も、こ

の風土になじめず

に毎日を過ごして

いたところに、巡

回療育相談の話が

あり、相談会へ申

し込みをされてき

ました。 

話を聞けば聞く

ほど、三泣きの一

つである会津人の

「他人を受け入れ

ない風土」という

ものを感じ取りま

したが、これから

の関りによって、

残り二つの泣き

「人情の深さ」を

身を持って体験し

てもらえることを

願うばかりです。 

【Ｔ】 

 

巡回療育相談会 平成３０年 11 月１０日(土)～1１日(日) 
財団法人ＪＫＡ「競輪公益資金」補助事業 

１日目は、いわき市内の２箇所を家庭訪問で実

施しました。 

１か所目は「ＮＰＯ法人ままはーと」、相談者

が立ち上げた児童デイサービス施設の一室をお

借りしてお話を伺いました。 

5 人兄弟の 3番目、双子の兄で、妊娠中に双胎

間輸血症候群であることがわかり管理入院後緊

急帝王切開で生まれました。 

受血児の理恩（りおん 兄）くんは、動脈管開

存あり、心不全、肺高血圧が高く、低酸素性虚血性脳症→脳室周囲白質軟化症

となり、現在は痙直型四肢麻痺・小頭症・麻痺性摂食障害・てんかんなど、大

きな病気と障がいを持っています。(供血児の志恩（しおん 弟）くんは、未熟

児心不全で生まれてきましたが、現在元気いっぱいイタズラ三昧です。とのこ

と) 

在宅で暮らしている障がい児には、多くの困難や問題があります。その一つ

が、これまでも巡回相談で多くの方から寄せられているショートスティ受け入

れに関することです。 

重症児のショートスティを受け入れている事業者(病院・施設)が少ないこと

も一つの要因ですが、呼吸器を使用している場合、機器のメーカーが違うこと

で、受け入れを断られることもあります。受け入れる施設の職員が取り扱いに

慣れていないことで緊急の場合に対応できないことが命を危険にさらすことに

なりかねないからです。 

しかし、在宅でケアを担当しているのはほとんどがお母さんで、特に呼吸器

を使用している場合には、睡眠が十分にとれていないなど多くの負担がかかっ

ています。 

レスパイト入院が制度として認められている今日、医療関係者の理解で少し

でもショートスティの利用を拡大できることを願うばかりです。 

 ※ １  レ ス パ イ ト

（respite）とは、「一時休

止」「休息」「息抜き」とい

う意味です。 在宅介護な

どで介護者が日々の介護

に疲れを感じ、介護力の限

界を超え、介護不能となる

ことを予防する目的で短

期間の入院が利用できま

す。(多くの病院のＨＰよ

り抜粋) 

２か所目は在宅で両親

が看護している４１歳の

女性、両親の高齢化による今後の対応への不安から娘さんの将来を考えたときの看護の在り方と将来

についての相談でした。 

両親と 3 人暮らしで、あまり外部との接触もない環境のようでしたが両親の年齢を考えれば、今後

は施設入所も選択肢の一つであることを伝えました。 

2 日目は、毎年開催させていただいているコパンクラージュの一室をお借りして相談を受けるとと

もに在宅者の家庭を訪問しました。 

訪れた相談者宅は、両親とも地元出身でないことから、お子さんに関する相談相手もなく、また、

お子さんが風を引きやすいなど病弱で外出もあまり

できない状態で、お子さんと二人だけで過ごす時間

が長く、心の晴れない毎日を過ごしているように感

じられる方でした。決して家の中にだけこもってい

るわけではなく児童発達支援なども利用されていま

したが、会津地方独特の風土に溶けこめないでいた

ことも事実でした。このような状況下であることか

ら、在宅部会担当の五十嵐さんが会津若松に住んで

いることもあり、今後、様々な形で関わっていくこ

とで少しでも状況が改善できるよう進めていくこと

としました。 

 

第 28 回北海道東北地区重症心身障がい研修会 

日 時  2019 年 9 月 28 日(土) 

10:00～16:00 予定 

場 所  いわき市文化センター 

     いわき市平堂根町 1-4 

研修テーマ   メインテーマ 

     「障がい児(者)とともに」 

     サブテーマ 

     ～より豊かな生活を目指して～ 

講 演  特別講演： 

     障がい児虐待に関する内容 

     会津短期大学幼児教育学科 

           市川和彦教授 

     基調講演： 

     重症児を持つ親の立場から 

     ＮＰＯ法人ままはーと理事長 

            笠間真紀 氏 

発表内容 各病院の取り組み 

※いわきでの開催です。 

多くの方の参加お待ちしています 

 


